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本 州 四 国連 絡橋建設 の た め の 海 中 締切 り工 事

Offshore　cofferdams 　for　constructing 　the 　Honshu −Shikoku 　bridges
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1． は じ め に

　瀬戸内海を橋で 渡 り本州 と四国を結 ぶ本州 四 国連絡橋 は ，

束か ら順 に神戸 ・鳴門ル
ート， 児島・坂 出 ル

ー
ト，尾道 ・

今治 ル
ートの 3 っ を計画 して い る 。 今ま でに尾道 ・今治ル

ートの 大三 島橋 お よ び因 島大橋な らび に神戸
・鳴門 ル ート

の 大鳴門橋が既に完成 し．供用 し て い る。現在建設 を進 め

て い る の は ， 神戸
・鳴門ル ートで は 大鳴門橋 の 関連区間 の

一部で あ る 淡路島内の
一部お よび徳島県内陸上部 の

一
部 で ，

昭和62年春完成を予定して い る 。 児島 ・坂出ル ートは他の

2 本 の ル
ー

トと異 な り， 昭和 63年春に全線
一
斉に供用を開

始 す べ く全面的 に 建設 を進 め て い る 。 ま た， 尾道 ・今治ル

ートで は伯方 ・大島大橋 が昭和63年春の 完成 を 目標 に建設

を進めて お り，生 口橋は 今年度 よ り着 工 準備を行っ て い

る。

　各ル
ートと も海峡部を長大橋で 渡 る関係上，下部 工 工 事，

特 に基礎工 事は海中， あ る い は陸上 で あ っ て も汀線付近 で

行 わ な けれ ば な らず ， 大規模な海 中締切 り工 事や 海上足 揚

工 事 が不可欠 で あ る 。 本文 で は ， こ れ ら仮設工 事 の うち，

既 に 施工 された もの を数例紹介し よ うと思 う。

2． 海中締切 り， 足場工 事の実例

　本 四 連絡橋 で 今 まで に 施工 さ れ た 海中締切 り， 足揚 工事

に は，次 に 示 す よ うな もの が あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と　ぎき

　  　ジ ャ ケ ッ ト方式 （大鳴門橋，門崎高架橋等）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

　  　コ ル ゲートセ ル 方式 （門崎高架橋，亀浦高架橋，撫
　 　 や

　　養橋等）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひつい し

　  揚所打ち コ ン ク リ
ート方式 （櫃石島橋 ， 与島橋等）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い わ ぐ ろ

　  　鋼管杭建込方式 （岩黒島高架橋）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 h　 ざ　 じ ま

　  　セ ル ラ
ーブ ロ ッ ク方式 （羽佐島高架橋 ， 与島橋等）

　  ，   は神戸 ・鳴門 ル
ー

ト，  〜  は児 島 ・坂出ル
ート

に そ れ ぞ れ属す る橋梁 の 例 で あ る。前 2者は後 3者に比 し

て 大規模 で 強固 な構造 とな っ て い る。こ れ は ，神戸 ・鳴門

ル
ートと児島 ・

坂出ル ートの 自然条件 ・特 に 潮流や波浪 の

相違が大き く影響して い る もの で ある、

　以下，こ の 神戸 ・鳴門 ル
ー一ト と児島 ・坂出ル ートの 自然

条件の 対 比 も含め て ， 主 な海中締切 り， 足場工事の 実例を ，

橋梁あ る い は 区間 ご と に記す 。

　2．1　神戸
・
鳴門ル ート （大鳴 門 橋関 連 区 間 ）

　神戸 ・鳴門 ル
ートは ， 兵庫県 神戸市垂水区か ら徳島県鳴

園
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　 　 　 　図一2　神戸 。鳴門ル ート

門市撫養町 ま で の 76．3km の 道路お よび海峡部 の 鉄道 7．7

k皿 を計画 して お り， こ の うち淡路島内の 兵庫県津名郡津
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お さ め

名町お よび一
宮町 の 津名

一
宮 IC か ら同洲本市納 の 洲本 IC

まで の 11．9km の 区間 と ， 鳴 門海峡を 大鳴門橋 で 渡 る 兵
　 　 　 　 　 せ いだん

庫県 三 原郡 西 淡町 の 西淡出入 口 か ら徳島県鳴門市鳴円町 の

鳴門北 IC まで の 9，9k 皿 の 区間 に っ い て は 本年 6 月 に 完

成，供用 して い る。 また ， 洲本 IC か ら西淡出入 口 ま で の

区 間お よび 鳴門 北 IC か ら終点 ま で の 区間 に つ い て は， 昭

和62年春完成を 目標 に 建設 を進 め て い る 。

　 こ れ ら当面 の 建設区間の うち，鳴門海峡 を渡海す る西淡

出入 口〜鴫 門 北 IC 問 で は， 鳴門海峡をは さ ん で 4 つ の 襦

梁，高架橋 が連続して 1 つ の 橋梁群を成 し て お り，北 か ら

順 に 門崎高架橋 （1＝ 1009 ・5 皿 ）， 大鳴門橋（t＝1629

m ），孫崎高架橋 （1＝138m ）， 亀浦高架橋 （t＝593．4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15〔IO
m ） とい う構成 に な っ て い る 。ま た ， 鳴門北 IC 以

南 に も細長い 海峡 「撫養 の 瀬 戸 」 が あ り，こ こ を渡

る の が撫養橋 （1＝535．1m ） で あ る 。

　 こ れ ら 5橋の 架橋地点 の 地質 は，「和泉砂岩層」 と

い う砂岩 と頁岩 の 互 層 で あ り，風 化 の 進ん だ所 で は

砂岩 と頁岩 の 問 に 薄 く粘土 を は さん で い る もの もあ

る。岩 の コ ア 強度は ， 砂岩は 2000 〜1　eOO　kgf／cm2

と 強 い が，頁岩 は 1000 〜200kgf ！cm2 と 弱 く， こ

れ らの 互層 よ り成 る 岩盤 は 異方性不均質性 に 富み工
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学的 に扱い に くい 岩と な っ て い る。

　 ま た，潮流 は 鳴 門海 峡 で最大約 5m ！s，撫養の 瀬 戸 で は

約 2mfs と速い
。 最大波高は t 門崎先端 に お い て 6．7m

（昭和55年 9 月 公 団観測）， 孫崎先端で は 7．1m （昭和54年

3 月 ， 同） と大 き く ， 海象条件の 厳 し さ を一
層激 しい もの

と して い る Q

　 こ うい っ た 自然条件 の も と で 施 工 され た，ジ ャ ケ ッ ト方

式 お よ び コ ル ゲー トセ ル 方式 に よ る 海中締切 り工 事や海上

足場 工 事 を，前述 の 5 橋 の うち門崎高架橋お よび撫養橋 の

実例 で，以 下 に 紹介す る。

　（1） 門崎高架橋

　門崎高架橋は ， 淡路島の 南西端に位置す る細 長 い 半 島
“
門崎

”
の 太平洋側 に沿 う 3 径問 お よび 4 径問連続 の 鋼床

版箱桁橋 で あ る 。 橋長 は 1009 ．5m ， 支問割は 3 径間部 が

3 × 108m ，4 径間 部 が 149，6m ＋ 2 × 190．4m ＋ 149．　6皿 で

あ り，1 箱桁橋 と し て は我 が 国最大 の 規模 を誇 っ て い る 。

下部工 は ， 橋台 2基 お よび 橋脚 6基 の 計 8基 で あ り，こ の

うち橋脚 6基が海中基礎 とな っ て い る が，い ずれも和泉砂

岩層 を支持地 盤 とす る ニ ュ
ーマ チ ッ ク ケーソ ン 基礎の 上 に

SRC 構造の 高橋脚嶇体を設 け た形式と な っ て い る（表一1）。

い ずれ の 基礎も締切内で 施工 され た が， 地形の 関係 よ り

T2P お よび T3P は 主 に コ ル ゲートセ ル に よ っ て 締切 ら

れた同
一

の 作業 ヤ
ード上 で の 施 工 と な り， T4P 〜T 　7　P

の 4基 は 各 1 基 ご とに ，ジ ャ ケ ッ トと現揚打ち コ ン ク IJ　一’

トの組合 せ に よ る築島上 で 施 工 された （図
一5）。

　門崎は
1）・2）， 和泉砂岩層 の 走行方向 に 形成 され た 岬で，

付け根 （T2P 付近） は 幅約 150m ，一
般 に 幅 60〜100m ，

標高40〜80m の ゆ る や か な山陵 と な っ て い る が，門崎高架

　 　 　 　 　 　 　 側 　面 　図
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表一1 下 部工 諸元

ag位 ： m ）

ケ ソ ン

橋軸方向

長 さ 譬離劉 高 さ 1驍 再
022551

↓

111111 一6
− 1 
一10
− 1G

− 13
− 9

襦　 　脚

高　　 さ

33．4536
．册

38．0032
．9037
．904D
．10

注） T7P は施工 時の 巨面高 はT ，　P．− 6m に変 更。

　 　 　 o 作業足場　 　躔 中詰め石

　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔：：コ 清波ア ロ ッ ク

　 　 　 ◎ 現場つ ぎ

　　　「 　 ・遡 一
… 『

「

羹匿田驤 璽響 ttti
　　　l・s・　 1。 ．磐　 コー・

。園 」⊥劇
注）　〔a）8皿 ス パ ン が経済的に有利で ある

　　（b）1基の ジャケ ッ トを300t稚度にする

　　（c）1基のブロ ッ クの施工期間が短い ため て鳴1に安定をはか

　 　 　 るこ とが可能である。

　　　 図
一6 一

般平面 形状 （2P ，3P ）

コ

蹴   漕 謬 ・・P

　 畧IP勤蟻
・ 聡 受け ・ …

蕊、 、
／／ p aj ・

．9 　 　 ＿ 。潅鷲、鱒 蘇鑢 票奮
「

飜

一
・一 太職 … て 開一

　　　　　　　　　　　　　 図
一5 仮 設 構造平面 図

橋施 工 位置 で ある 岬 の 南側 は 地層 の 傾斜 に沿 っ た 滑落崖 と

な っ て い る。海岸部は 急傾斜を以 て 海 に 没す る と こ ろ が多

く，転石，崖錐 が分布す る が，一
部 で は狭 い 玉石質の 砂浜

を持つ 所 もみ られ る。地質は 中世代白亜紀 の 和泉層岩盤 で

あ り， 砂岩 ， 頁岩お よび こ の 互層よ b成 っ て い て
，

一部に

細礫岩の 薄い レ ン ズ を伴い
， 走向 は ほ ぼ N50 〜60°E で ，

SE に 40〜50
°

の 単斜構造を形成 して い る 。 砂岩は節理 ，

亀裂に乏 し くよ い 岩盤 で あ る が ， 頁岩は多 くの 小亀裂 ， 網

状節理 ， 劈開 の 発達す る やや悪 い 岩盤 で ， 露出部は急速 に

　　　　　　　　た め吹送距離が長 くな る こ とに よ る大波

　　　　　　　　 に よ っ て ，厳 しい も の と な っ て い る。特

　　　　　　　　に ， 春か ら秋に か け て吹く南風 に よ る波

（土用波等） お よび台風 に よ る波が大き い
。 設計条件 と し

て は ， 最大波高10m と設定 し て い る 。 潮位 は ， 設計最高潮

位が T ．P．十 1．70m 程度 と高 V、
。

　更 に ， 門崎は 地形が急峻 で 既設道路 と施 工 揚所 の 高低差

が大 きい た め 工事用道路等の 施工 が 困難 で あ り，資機材の

搬出入 は海上 か ら行わ な け れ ばならない 。こ の た め，作業

ヤ
ードお よ び築島は着桟と し て の 機能 も合 わせ 持 っ た もの

とす る 必要 が 生 じ た 。

　T2 ， 3P 作業ヤードの 護岸形式 は ，
　 a ）ケーソ ン 案 ，

　 b）
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表一2　設計基本 条件

設 置 時
ス パ ．

ソ ドに

よる 自立時
根隔 施工遷

中詰め濠 込め
の 施 工 時

完 成 時　　 施工段階
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計
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条
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T．P ．−1，00ω

T．P，十1．70
T，P厂 1．GD

地　 　 　 盤 地盤条件としてほ
，　転石層， 和泉層を考える。
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備
　
　
　

考

1，波圧等の 算定に貝が ら等の！！着
’
代は考

・
えない ．

2．洗掘は考慮しない
。

3，根固め前の 脚柱：まピ ン支斎として扱う。

セ ル ラーブ ロ ッ ク案， c ） コ ル ゲー
ト セ ル 案，　 d）捨石提

案の 4案に つ い て 比 較検討 し た。護岸完了後 の 埋立 工 事 と

の 関係で 工 期的 に非常 に厳 し い 条件下 に あ っ たた め，海上

施工 日数 の 長 い 捨石提案 は 不利 で あ る 。ま た ， ケーソ ン 案

や セ ル ラーブ ロ ッ ク 案 の 場合 は，堤体 をプ レ キ ャ ス ト ＝ ＝

ン ク リ
ート製品 と して 製作す る た め の ヤ

ー
ドを現揚付近に

確保す る 必 要 が あ り，製作工 程ま で 含め る と工程的に も問

題 が あ る 。 以上 か ら主 に 施 工 性 ， 経済性に重点を置い て ，

コ ル ゲ
ー

トセ ル 案 を選定 した 。 な お ， T3P 前面 に っ い て

は 着桟 と し て の 機能を持た せ るべ く， 後 に述 べ る T4P 〜

T7P 築島工 の 前面と岡様に ジ ャ ケ ッ ト形式 と した 。

　T4P 〜 T7P の 築島工 は ， 側面堤を永久構造物 とし て

残す必 要 が あ る た め ， 前面堤 と は 異な る 構造 として お り，

形式選定も別々 に行 っ た 。 前面堤 は ，
a ） ジ ャ ケ ッ ト案，

b） ケー
ソ ン案， c ） セ ル ラ

ーブ ロ ッ ク案，　 d ） コ ル ゲー

トセ ル 案 の 4 案 に っ い て 比較検討 したが，ケーソ ン 案お よ

び セ ル ラ
ーブ ロ ッ ク案 の 揚合 は船 の 接岸 が悪 く，着桟 と し

て の 機能を十分果 た す こ とが 困難 で あ る と考え られ ， ま た

コ ル ゲ
ー

トセ ル 案 の 揚合 は設置水深が 51n と大き い た め施

38

　　　　　　　　工 性 に問題 があ る 。 こ の た め ， 着桟 と し

　　　　　　　　て の 機能 に優れ ， 消波 も容易 な 構造 の ジ

　　　　　　　　ャ ケ ッ ト案に決定した 。

一
方 ， 側面堤 は，

　　　　　　　　a ） コ ン ク リ
ートブ ロ ッ ク 案， b） コ ル

　　　　　　　　ゲートセ ル 案， c ）現場打ち コ ン ク リ
ー

　　　　　　　　ト案 の 3 案 が 考 え られたが ， 将来橋脚防

　　　　　　　　護 工 と して 残す こ と を考慮 し，施工 性，

　　　　　　　　経済性で 有利な現場打ち コ ン ク リ
ート案

　　　　　　　　と し ， 捨石 （T．P．＋ 1m ）の 上 で の 施 工 と

　　　　　　　　な るた め気中コ ン ク リ
ート と し た。

　　　　　　　　　ジ ャ ケ ッ トの 平面形状 （T2 ，3P ） を

　　　　　　　　図
一 6に ， 設計条件を表

一2 に示す。基

　　　　　　　 本構造 は，製作性，現場継手 の 施工 性 を

　　　　　　　 考慮 し各ブ ロ ッ ク と も同
一
形状と し， 現

　　　　　　　 場継手材 の 下弦材は施 工性よ りH 型鋼と

　　　　　　　　した。前面 の 脚柱 は洗掘 に よ る耐力不足

　　　　　　　　の 恐 れ が あ る た め 根固 め を行 っ て対処す

　　　　　　　　る こ と と し た。設置は ， 図
一7 に示す手

　　　　　　　 順 で 行 っ た。

　　　　　　　　 ま た，コ ル ゲ
ー

トセ ル は 基地 に お い で

　　　　　　　 組立 て，台船 に よ っ て 現地 に 輸送 し，ク

　　　　　　　　レ ーン 船 に よ り基礎捨石 上 に 据付 けた 後，

　　　　　　　　中詰石 と裏込 石 をガ ッ ト船で投入 して 安

　　　　　　　 定 を図 り ， 天端 コ ン ク リートを打設 して

　　　　　　　 完了 した 。

　　　　　　　　 他に特記す べ きこ と は ，
コ ル ゲートセ

　　　　　　　 ル 設置地 点 の 基礎捨石 の 被覆石 を強固 に

　　　　　　　 結合 しその 構造を安定させ るた め ， ア ス

　　　　　　　　フ ァ ル ト， 石 粉 砂 を加熱混合 した材料

を隙間 に 注入す る とい う 「サ ン ドマ ス チ ッ ク エ 」 （図
一 8）

を施工 した こ とがあげられ る。 こ れ は ， 波 に対処 した もの

で あ る 。

図一8　 サ ン ドマ ス チ ッ ク施 工 図

　（2＞ 撫養橋

　撫養橋 は ，現在 工 事 中の 区間 で あ る 鳴門北 IC〜鳴門 IC

問 （7．9km ） に 位置す る，大毛 島 と四 国本土を結 ぶ 4 径問

連続鋼床版箱桁橋 で ある。橋長 は 535，lm ，支間割 は 107

ニヒと基礎，34− 1 （336）
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小鳴門橋

　　　　 に近接 して い るた め，施工 範囲を極力小

　　　　 さ くす る 必 要 が あ る こ と等 の 条件よ り，

　　　　鋼管杭 と覆工 板に よ る 桟橋を構築 し， ケ

　　　　
ー

ソ ン の 外周 は鋼矢板で締切 っ て 潮流 や

　　　　 波 の 影響 を 避 け る とい っ た構造 と し た 。

　　　　　 2P
，
3P の 築島工 の 施 工 は ， 前述 の 門

韮 一 崎高架橋 と 同様 の 手順 で 行 っ た が，施 工

一4旨一＿一、一＿＿＿

　　　　　　　　　　　　　　
・’ls・面 　図

　　　　　　　　　　　 図一9 撫養橋
一
般図

　 　 　 　 　 　 図一10　仮設工 平面図

m ＋ 2× 160m ＋ 107m とな っ て い る。下部 工 は橋脚 5 基 で

あ る が ， こ の うち中間 の 3 基 が 海中基礎 で ある （図
一9）。

2P ，3P3 ）
は支持地盤 で あ るfn泉砂岩層が比較的浅 く露頭

す る が ， 約50度 の 急勾配 と な っ て い る た め ，
ニ ュ

ーマ チ ッ

ク ケーソ ン とした。一方， 4P は ， 支持地盤 の 砂 礫 層 が

T．P．− 45m 付 近 に あ り，ニ ュ
ー

マ チ ッ ク ケー
ソ ン で は作業

室内の ゲージ圧 が 4．5kgf！cm2 に も達 し ， 安全 かっ 経済的

な施工 を確保す る こ とが困難 と考え られ た た め，実績の 豊

富 なオ ープ ン ケー
ソ ン と した （表一3）。こ れ ら 3 基 の 施工

は い ずれも築島を設けて 行 っ た が ， 2P ，3P の 築島工 は，

  海底地盤 の 傾斜 に 十分対応可能で あ る こ と，  堆積層 が

浅 く，矢板 に よ る 締切 りは不経済で あ る こ と ，   施工 中の

潮流の 影響を極力少な くで きる こ と ，   水深 の 変化に対応

出来る こ と，  海水汚 濁 を最小 限 と し得 る こ と等 の 条件 よ

り． 捨石 と コ ル ゲートセ ル の 組合せ に よ る築島工 法 を採用

した 。

一方， 4P は ，   堆積層の 厚 さ が 大き く，鋼管お よ

び 矢板 の 根入れ が 確保 で き る こ と ，   競艇場 の 仕切 り矢板

表一3 下部 工の概 要

＿　 位置 で あ る 撫養 の 瀬戸 は 波の 影響をほ と

　　 んど受けな い た め ， サ ン ドマ ス チ ッ ク エ

　　 は こ こ で は 施工 し な か っ た。4P 周囲 の

　　 桟橋は ， 構造的 に は 門崎高架橋の ジ ャ ケ

　　 ッ ト式桟橋 と大差な い が，や は り波の 影
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陣

図
一12 櫃石 島橋 ・岩黒 島高 架橋 ・岩ll，，，P．橋一般 図

図一13　1P 締 切堤平 面図

図一14　締切堤側面 図

響が小 さ い た め 中詰 石 や 消波 ブ ロ ッ ク を設置す る必 要 がな

く， そ れ だ け簡単 に な っ て い る 。 施工 も， 陸上 か らア プ ロ

ー
チ で き な い 門崎高架橋と異 な り資機材搬入が容易で ， ま

た 海象 も厳 し くな い た め 海上作業 を長時間行 うこ とが で き

る こ とに よ り，基地 で大 ブ ロ ッ ク組 み せ ず ， 単材 あ る い は

小 ブ ロ ッ ク組 み して 行 っ た。手 順 と し て は，まず杭打 ち船

に よ り鋼管杭を打設 し， そ の 上 に 陸よ リ トラ ッ ク ク レ ーン

で H 鋼お よび覆工板を架設す る 。 次に ， 架設

の 完 了 した部分 よ り トラ ッ ク ク レ ー
ン で H 鋼

お よび 覆 工 板を張 り出 し て行 くとい っ た 順序

で ある。ケー
ソ ン 周囲の 矢板 は，ク レ

ー
ン 船

に バ イ ブ ロ ハ ン マ を取付 けて 建込 ん だ。ま た，

ケーソ ン 周囲 の 作業 ヤ
ード部分 に っ い て は，

ケーソ ン 施工 中に 矢板 に か か る海水圧や，矢

板と ケーソ ン の 問を埋 め 戻 し た 際の 土圧 を受

け 止 め る構造 とす る必 要 があ るた め ， 工 場 で

8 っ の 小 ブ ロ ッ ク に組立 て ， 強固な構造と し

た もの を架設 した 。

　2．2　児島
・坂 出ル ート

　児島 ・坂出 ル
ー一トは，岡山 県都窪 郡 早 島町

か ら香川県坂出市川津町 ま で の 37．5km の

道路 お よ び 岡山県倉敷市茶屋町か ら香川県綾

40

中比較的大きい 島を 4 つ 経 る が，

お よび 羽佐島の 3 島で行 っ た 海 中締切工 は大規模で ， それ

ぞ れ 独 自の 工法で施工 して い る 。 地質は 3 島と も良好な 花

崗岩類が露出ま た は薄い 表土下 に分布して い る。潮流は 海

峡中心付近 で は最大約 2．5m ／s とやや大 きい が ， 各施工 位

置で は島に遮 られ て ほ とん ど影 響を受けず ， 波 も小 さ くな

っ て い る。

　以下，こ れ ら 3 島 の 締切 工 を順 に 紹介す る。

　 （1｝ 櫃石島橋 1P （HBlP ）の 締切 り工 事

　櫃石 島橋 は岩黒島橋 と共 に 児島 ・坂 出 ル ートの 中央部 に

位置す る二 連 の 斜張橋の 1 つ で ， 櫃石 島と岩黒島の 間 に架

か る橋長 790m ， 支間割 185m ＋ 420m ÷ 185m の 道路鉄道

併用 橋 で あ る。 下部 工 は HBlP お よび HB4P が 直接基礎 ，

HB2P お よび HB3P が 設置ヶ
一

ソ ン 基礎 となっ て い る 。

　HBIP は 櫃石島南端 の 岬部に 位置す る 橋脚 で，フ
ー

チ ン

グ の 約半分 は ゆ る く傾斜 し た 水深 0 〜 3m の 海底 に 設け ら

れ る。支持層 で ある花崗岩 は 海底下 1〜2m に あ るた め，基

礎位置 の 掘削は 水中掘削 とす る よ り も，締切 堤 で 締切 っ た

中で陸上掘削の 延 長 と し て 行 っ た方 が経済的 で あ る 。 こ の

た め ， 図
一14に示 すよ うに ， 底部を岩着させ て 止水を図 る ，

場所打ち コ ン ク リート形式 の 締 切 堤 を 設 け る こ と と した 。

　施 工 は ， 図
一15に示す手 順 で 行 っ た 。 上 載荷重が な く，

大きな 支持力を必 要 と しな い た め ， 基礎掘削は ほ とん ど土

砂 の み を行 い
， 岩 盤 は 不陸均 し程度 と した 。

　（2） 岩黒島 の 締切 り工 事

歌 郡 宇多津 町 ま で の 32．4k 皿 の 鉄 道 を

計画 して お り， 全線
一斉に 昭和63年春完

成を 目標 に 建設 を進 め て い る。

　 こ の ル
ートの 海峡部 は，瀬戸内海国立

公園発祥 の 地 で あ る 倉敷市 の 鷲羽山を始

点 と し，坂 出市 の 番 の 州を終 点 とす る

13．1km の 道路 ・鉄道 併 用 部分 （以下

「共用部」 と い う。）よ り成 っ て い る 。 途

　　　　　　　こ の うち櫃石 島， 岩黒島

図
一15 施 工 手順 図

土 と基礎，34− 1 （336）
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図
一16 岩黒 歸締 切平面 図
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図
一19　羽佐島高架橋 ・与 島橋

一般 図

　 櫃石 島橋と岩黒島橋 の 聞 に あ る 岩黒島に は，櫃 石 島 橋

4P （HB4P ），岩黒島橋 1P （HBlP ）お よ び 岩黒島高架橋

1P （IVa　1　P）の 計 3 基 の 橋脚 を施工 し て い るが，こ れ らは

同 じ締切 内で 施工 され て い る 。 岩黒島橋は櫃 石 島橋 と同様，

橋長 790m ，支間割 185m ＋ 420m ＋ 185m の 斜張橋 で あ る 。

櫃 石 島橋 と岩黒島橋 の 間 は ，橋 長 92．566・n の 道路 ・鉄 道 2

層式 の 2 径間連続 PC 橋 で あ る岩黒島高架橋で結ばれ る 。

下部工 は，IvalP お よ び IBlP が直接基礎，　 IB2P
，
　 IB3P

お よ び IB4P が 設置 ケ
ー

ソ ン 基礎 と な っ て い る 。

　 岩黒島内の 3基 の 橋脚 は ，

一
直線 に並 ん で 汀線付近 に位

置 し， 支持層は浅 い と こ ろ で 地表 か ら 2n1 ほ どの 深 さ で あ

る 。 地形は ， 橋軸直角方向の 西側 に 落ち る 急斜面と な っ て

お り， 基礎底面 の 深 さも そ れ に 合 せ て T．P・＋ 5．0 皿 か ら

T ．P．− 1．Om と変化 させ て い る。こ の
，

一
部海面下 の 掘削

を容易 に し，また コ ン ク リ
ートプ ラ ン ト等 の 設置場所や施

工 の た め の 作業 ヤードを構築す る た め ， 3基 の 橋脚を含む

南北約 255m とい う広範 囲を締切 っ た （図一16）。 形式は ，

海底 が急傾斜 して お り締切 り位置 が 深 くな っ て い るた め ，

　　　　　　　　 堤体 が最 も小型 と な り工 事量が少 な くて
　 　 　 　 　 与島

1，、。。≦掣
騰 瀧 鰭 杭 と プ レ キ ャ ス 蹶 啝 合せ と

　　　 した 。

　　　　施工 は ， 図
一1アに 示 す手順 で 行 っ た。

　　　　　　　　 施 工 後，締切内 を埋 立 て ， 作業 ヤードを

　 造成 し た。堤体付近 に は ， 水圧 に抗する

　 た め 裏込 石 （5〜15kg ！個）お よび裏込 土

　砂 を施 工 し，背面 に 埋 土 した （図一18）。

　　 （3） 羽佐島 の 締切 り工 事

　　羽佐島は，南北約 430m ，東西約 120

　 m
， 周囲約 1km の 無人島で ， こ こ に は

　　　　　　　　 羽佐島高架橋お よ び与島橋 の 3 基 の 橋脚

　　　　　　　　 が 設け られ て い る （図
一19）。羽佐島高架
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図一21 締切堤 施工 手順 図

て い る 。

一
方，YBlP お

よ び YB 　2　P は 直接基礎

で あ る た め ， 前者とは 別

形式 の 止 水壁 工 を基礎周

囲 に 構築 し た。基礎底面

の 最深部 が YBlP で T ．

R − 2m ，　 YB 　2　P で T ．P。
− 5m で あ る た め ， 基礎

掘削時の 止 永性は良好で

な けれ ば な らず， こ の た

め止水壁 は 櫃石島橋 1P

の 締切堤同様場所打ち コ

ン ク リート形式 と し，底

面 を岩着させ る こ と と し

た。こ れ に対し ， 締切堤

は工 期 が短 くて 済 む セ ル

ラーブ ロ ッ ク形式 とし た 。

　施工 は，締切堤 は 図
一21， 止 水 壁 は 図

一22に 示 す手 順 で

行 っ た 。 締切堤背面 は ， 岩黒島同様堤体 の 安定の た め
， 裏

込 石 （5〜 15kg！個） で 裏込 め した 。

3．　 あ と が き

3 水　 　中　 　型　 　 枠

1

　　鰹

　　　　　

｛1

支1呆．「に 潜叔 によ
．，矯 宅謝越 耽りつけ

る．そ呂臨 、購 止馳 行う．

4 水 中 コ ン ク リ
ー

ト

プ フン ト艇

，．
。 ．t／ レ

引設荊に 亠ア
t一

リフ r により近 81渦錆を行
い、プラント船にて コ ンクL）一トを打設す
る．

図
一22　止 水壁施工 手順図

橋は 橋長 266，15m ，支間割 127．55m ＋ 138．6m の 2径間

連続 トラス 橋， 与島橋は そ れ に 続 く，橋長 588．3m ， 支問

割 176，5m ＋ 245m ＋ 166．8皿 の 3 径間連続 トラ ス 橋 で ある 。

下部工 は ，羽佐島高架橋の 1P （WValP ）が ニ ュ
ー

マ チ ッ

ク ケ
ー

ソ ン 基礎 ， 与島橋の YB 　1
，
2

，
3，4P は 直接基礎 と

な っ て い る 。

　 こ の うち，羽佐 島に は WValP ，　 YB 　l　P お よ び YB2P

の 3基 が 設けられ て い る が ，
WValP は ニ ュ

ー
マ チ ッ ク

ケ
ー

ソ ン 基礎 で ある た め ， 止 水性を考慮 して い ない 締切堤

で 仮締切 し，ヤ
ードを造成 し て 施 工 した 。 ま た ， 島の 南側

に も YB 　2　P 施 工 の た め の 作業 ヤ
ードを 同様 の 形式 で 設 け
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　本 四 連絡橋に 限 らず ， 海峡 を 横断す る 橋梁 の 基礎 工 事 に

お い て は，作業 ヤ
ード と して の 築島工 や締切工 が必要不可

欠 で あ る 。 海峡にお け る架橋位置は ， 通常海峡幅が最短 と

な る よ う選定 され る が， そ の 結果橋梁 の 両側 の 地形 は 岬 あ

る い は 尾根 となっ て い る 場合 が 多 く， 陸地 に作業ヤードを

設 け る の は 困難 となる 。 また ， 本 四連絡橋の よ うに国立公

園内で の 施 工 と な れ ば，地形 の 改変 も最少限 と しな け れ ば

な らな い 。 更 に，陸か ら の ア プ ロ
ー

チ が 困難 な揚合は， 着

桟と して の ヤ ードが必要 となっ て くる。

　一
方 ， 海峡部 は一般 に 海象 が ほか よ り厳 し く，そ こ に 設

けられ る 築島工 や締切工 は仮設構造物 とは言い つ つ も強固

で な けれ ばな らず， 重要な
“

人 工 島
”

あ る い は
‘‘
人：〔半 島

”

と し て の 役割 を果 た すべ き もの で あ ろ う。

　今回 は 紙面 の 都合 で， 5 つ の 例 し か紹介 で きなか っ た が t／

本 四 連絡橋で は ほ か に も各種築 島工 や 締切工 を施 工 し て お

り， こ れ らな し に は本四 連絡橋 も考え られ な い とい うほ ど

重要 な役割を果 た して い る 。 大海洋土木 と して の 本四連絡

橋は，人 工 島や入 工 半 島の 上 に成立 して い る と言 っ て も過

言で は ない 。
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